
【開催日時】 2023年11月 8日（水）14：00～16：00

【開催方法】 ハイブリッド開催（WEB+対面）

【申込方法】 裏面をご覧ください。

【参 加 費】 無料

金属を接合する技術の固相接合は、一般的な「溶接」と比較してエネルギー消費量が小さいことに

加え、異材接合にも適しています。また、溶接すると割れてしまうような金属材料へも適用すること

ができます。これらの特徴は、製品の「軽量化」「応用範囲の拡大」を加速し、「カーボンニュートラル」

へ寄与します。大阪大学接合科学研究所と龍谷大学は、共同研究を通して、固相接合のさらなる社

会実装を目指しております。本研究会では、固相接合に関心をお持ちの企業様や接合技術に課題を

お持ちの企業様を対象に、固相接合の研究開発動向や社会実装への取り組みをご紹介いたします。

開催の挨拶（14:00～14:05）

講演１ 「強度低下のない接合を実現する低温固相接合技術群の確立」 （14:05～14:45）

大阪大学 接合科学技術研究所 所長 藤井 英俊 教授

溶接・接合は、モノ作りの基本であり、あらゆる産業分野で用

いられています。モノ作りの分野では、「割れ」等の発生に

よって、溶接できない素材が多数あり、金属製品開発の範囲

を大きく制限してきました。我々は、固相かつ低温で行う接

合技術を開発し、変態を伴わない「無変態接合」を実現しまし

た。強度低下を起こさない接合（完全接合）の実現により、接

合部を考慮した設計が不要となります。本講演では、当該接

合技術の一端をご紹介します。

講演２ 「京滋地域における固相接合の社会実装に向けた取り組み」 (14:45～15:25)

龍谷大学 先端理工学部 講師／株式会社Solid Phase 取締役 森 正和

固相接合は、これからのモノづくりに欠かせない技術と考え

ております。我々は、大阪大学接合科学研究所 藤井研究室

と連携し、特に、京滋地域における固相接合の社会実装に向

けた取り組みを行っています。本講演では、共同研究の事例

をいくつかご紹介します。また、大阪大学と龍谷大学の研究

成果を元に創業した株式会社Solid Phaseの事業内容も

併せてご紹介します。

名刺交換 ・ 情報交換 ・ 技術相談 ・サンプル（継手）展示(15:25～16:00) ※対面のみ

摩擦接合装置外観および概略図

摩擦攪接合の様子
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「摩擦発熱現象を利用した固相接合法のご紹介」

～最新の研究開発動向と社会実装を目指した取組～
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